（自治基本条例市民検討チーム）第４回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年２月１７日（金）午後６時　～　８時



	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２階　２０１会議室



	出 席 者（敬称略）
荒井泰男、植木俊康、春日桂太郎、國友靖久、小泉親昂、児島　晃、幸道和宏、宅見正雄、平井　嵩、増田行治、松山淑郎、柳下　実（計１２名）

議事進行役：平井　嵩、幸道和宏　　　記録：宅見正雄

事務局：小村亮一、茶木和夫、征矢剛一郎、木村浩之、大隅啓一

傍聴：大窪瑞麿

	会 議 の 概 要

会議の冒頭で、今回は２月２１日の第２回全体会議に諮る内容を中心に検討する事で了承された。

１、前回まで検討してきた「市民会議の約束（案）」は、修正原案をそのまま全体会議に上程する。

２、会員にたいするアンケートは、質問項目を一切予見を与えないような内容に修正した上で全体会議に上程し、了解が得られ次第、即実施する。

３、準備会委員各位からよせられた、今後の市民会議の運営に対する意見をもとに、議長団でまとめた「市民会議の手順（案）」「準備会の作業スケジュール（案）」「組織（案）」「策定スケジュール（案）」など、市民会議の運営方法にかかわる諸案件については、準備会としてまだ十分な議論が出来ていない状況下で提示すれば、会員に誤った送信をしてしまうおそれがある。

したがって全体会議では、これらのテーマについては検討中であるという、口頭による説明に留めることとした。

４、３項のような市民会議の運営を考える場合の根幹となる、市民会議そのものの位置付け（特に行政との協働関係にかかわる位置付け）について、これを明確にする事の重要性が、あらためて確認された。同時に、市民会議において最優先されるべきテーマであるという共通認識を得た。

５、これに関連して、委員募集の際に、広報かまくらに掲載された「自治基本条例制定の枠組み」については、市民会議で検討がなされる以前に、これが既成概念として固定化してしまうことを排除するため、一旦これを白紙に戻し、十分な議論を経て再構築していくという方針を、全体会議に報告し、了承を得ることで一致した。

　なお準備会ではこれを受けて、次回の準備会以降２回にわたって、この問題についての集中討議

をしていくことで意思統一が図られた。

６、２月２１日の全体会の時間配分について検討した結果、講演と質疑で１時間３０分、準備会からの説明と質疑で３０分、計２時間とすることとした。

　また、全体会議の議長団は、準備会の議長団の当番ルールに則って指名された。

（増田行治、松山淑郎、柳下　実）　



	特 記 事 項

１　次回、第５回準備会は

２月２７日（月）午後３時～６時　市役所本庁舎２階　２０１会議室

議事：市民会議の位置付けについての集中討議

議事進行記録：橋爪幸臣、荒井泰男、植木俊康




